
公益社団法人 日本雪氷学会北海道支部 2022 年度第３回理事会（議事録） 

 

１． 日 時 

2022 年 8月 25 日（木）15 時 30 分～16時 20 分 

２． 場 所  

札幌市立大学 会議室（札幌市中央区南 1 条西 6 丁目 20-1 ジョブキタビル 9 階）、及び

オンライン（zoom） 

３． 出席者 

出席者：松澤、高橋、松下、千葉＊、永田＊、星野、今西＊、廣川＊、舘山＊、 

原田＊、山野井＊（11 名） 

委任状：的場、東、澤田、大島、飯沼、箕輪（6名） 

（以上、敬称略。＊オンライン参加） 

※進行：高橋副支部長 記録：松下 

４． 議 事 

(１) 第２回理事会の議事録の確認（報告） 

・ 松下理事より、第２回理事会の議事録の説明が行われた。 

(２) 評議員の交代について（報告） 

・ 松下理事より、7 月の異動に伴い 3名の評議員が交代したことが報告された。 

(３) 「北海道の雪氷」発刊準備状況（報告） 

・ 今西理事より、21 件の論文を掲載予定であり、現在原稿の最終確認を行っているこ

とが報告された。なお 4件が論文提出取りやめとなった。 

・ ただし、表紙絵については急遽別の方に作成を依頼することとなり、完成は 9 月下

旬の予定である。来年度以降の表紙絵作成は、今後検討を行う。 

・ 上記の状況により、9 月上旬に論文のみを先に支部 HP へ掲載し、表紙絵は 10 月上

旬に支部 HP に掲載する予定。支部会員には、その都度 ML にて案内する。 

・ 「北海道の雪氷」の冊子の送付先は、昨年同様、特別会員、賛助会員、購読会員、

北海道雪氷賞の選考委員とする。賛助会員等に変更がないかは、庶務が確認する。 

(４) 雪氷災害調査チームの活動について（報告） 

・ 山野井理事より、10月 29 日に開催予定の講演会「雪崩から身を守るため」の準備

状況と、感染症対策を行いながら実施する方針であることが報告された。 

・ 講演会の詳細は共催者の雪崩事故防止研究会の HP に掲載されており、参加受付が



始められている。講演会の開催案内は、支部 HPへも掲載予定である。 

(５) 2022 サイエンスパークの参加について（報告） 

・ 担当理事に代わり松下理事より、サイエンスパークへの参加報告が行われた。 

・ 8/4(金)の体験教室は、感染症の影響により定員を大きく削減される中(定員 8 名)

で開催されたが、2コマ実施し、それぞれ 7名と 4 名の参加があった。 

・ オンラインプログラム（開催期間：7/19(火)～8/31(水)）は、昨年同様の 4つの動

画を公開し、web サイトには支部 HP「雪氷教育レシピ」へのリンクを貼っている。 

・ 広報の星野理事より、支部 HP での広報のため、サイエンスパークの様子がわかる

写真を提供して欲しいとのお願いがあった。 

(６) 広報について（報告・審議） 

・星野理事より、今年度のこれまでの支部HPの更新内容が報告された。 

・また今後の広報活動の強化として、①支部HPのトップページ情報の逐次更新、②

インスタグラムのアカウント新設とSNSの積極的な利用、③支部HPのリニューア

ルについて提案があり審議が行われた。 

・①と②については、発信する情報の内容や範囲、SNSへの投稿のルールなどをも

う少し整理した上で、次回の理事会で再度審議することとなった。 

・③については、具体的な必要経費（予算）と本部HPサーバーとの関連を調べた上

で、次回の理事会で再度審議することとなった。 

(７) 「支部規定施行内規」の改訂について（審議） 

・ 松下理事より、支部総会のメール等による文書審議を、支部総会で毎回審議するこ

となく実施できるよう「支部規定施行内規」を改訂する案が示され審議が行われた。 

・ 反対意見はなかったが、若干の修正を加えることと欠席の理事が多いため、次回の

理事会で再度審議することとなった。 

・ 「支部規定施行内規」の改訂は、支部総会と本部理事会の承認を得る必要がある。 

(８) その他 

・ 松澤支部長より、10 月の雪氷研究大会で会場を担当する実行委員が足りない場合

の支部理事の協力についてお願いが行われた。 

・ 次回の支部理事会は、11 月下旬～12 月上旬を予定し、後日、庶務担当から日程調

整の連絡を行う。 

 

以 上 


